
【広】「廣」の略字で、明治時代にはすでに使われていたよう
だ。「黄」がなぜ「ム」に略されるのか理由がわからない。
【庁】「庁」「廰」は「廳」の略字。江戸期には「广」ではなく
「厂」で書かれることもあった。中国も「厂」の字。

②

幻

幼

幽

幾

広
廣

庁
廳

廰

ゲン
まぼろし

ヨウ
おさない

ユウ
かすか

キ
いく

コウ
ひろい
ひろまる
ひろめる
ひろがる
ひろげる

チョウ

常①

教 6常①

常①

常①

教 2常①

人②

教 6常①

人②

幻

幻

幽

幽

厅

廳

廳

广

几

幼

幼

廣 廣

元暦萬葉④

元暦萬葉④

藤原行成

粘葉本朗詠

粘葉本朗詠

元暦萬葉②

趙志集

元暦萬葉⑱

節用

節用

節用

節用

再板 農業全書

説用

庭訓往来

幺 2

古文

幺 1

古文

幺 6

幺 9

广 12

广 2

广 19

こころ

坊っちやん

坊っちやん

坊っちやん

坊っちやん

陸軍

陸軍

陸軍

陸軍

教科書

×

×

干禄〈通〉

陸軍〈本字〉

台湾 香港

台湾

香港

中国・台湾

香港

中国・台湾

香港

中国・台湾

香港

中・台・香

中国

中国

甲骨

史牆盤

金文

金文

金文甲骨

金文

金文

睡虎地秦簡

包山楚簡

九店楚簡

睡虎地秦簡

郭店楚簡

睡虎地秦簡

説文・幺部

説文・予部

説文・ 部

説文・ 部

説文・广部

説文不録

馬王堆

居延漢簡

馬王堆

居延漢簡

馬王堆

敦煌漢簡

西狭頌

曹全碑陰

曹全碑

郭有道碑

曹全碑

礼器碑陰

王羲之

十七帖

集字聖教序

王献之

蘭亭序

王献之

集字聖教序

元虔墓誌

高貞碑

鄭羲下碑

孟敬訓墓誌

于景墓誌

孫秋生造像

伊闕仏龕碑

皇甫誕碑

雁塔聖教序穆玉容墓誌

雁塔聖教序

孔子廟堂碑

等慈寺碑

孟法師碑

九経・力部

九経・雜辨〈説文〉

九経・雜辨〈隷省〉

干禄字書

九経・序

干禄・序

聾瞽指歸

王勃詩序

琱玉集

聾瞽指歸

王勃詩序

聾瞽指歸

王勃詩序
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音訓親字 説文解字
秦篆 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
こころ

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考甲骨文・金文・古文・篆書

（殷・西周・春秋・戦国・秦）
隷書

（前漢・後漢）

【幺】幻
1
幼

2
幽

6
幾

9
【广】広

2
庁

2

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。

『字体変遷字典』大熊肇試作



とがある。【庄】「庄」と「荘」は現在の日本では別字として使われてい
るが、中国では「荘」も「庄」の区別はなく、どちらも「庄」
と書く。台湾と香港は大陸中国とは異なる。『明治の漢字』の
「荘」の項に「許容字」として「庄」があり、『陸軍幼年学校用
字便覧』には「荘」と「庄」を「實ハ別字」とあるので、日

本でも明治から昭和のはじめの頃は通用していたのだろう。
【床】「牀」は異体字。干禄字書では「牀」を〈正〉、「床」を
〈俗〉としている。『明治の漢字』では「牀」を標準、「床」を
許容字としている。『陸軍幼年学校用字便覧』では「牀」と
「床」を同字としている。「牀」も「床」も咎なし点が付くこ

庄
荘

莊

㽵

序
床
牀

庇
庚

底

ショウ

ソウ

ジョ

ショウ
とこ
ゆか

ショウ
ソウ
ねだい
ゆか

ヒ
おおう
かばう
ひさし

コウ
かのえ

テイ
そこ

人①

常①

②

④

教 5常①

常①

②

人①

人①

教 4常①

庄

莊

序序

庚

庚

莊

床

床

庇庇庇

底

底底

粘葉本朗詠

無量義経

無量義経

粘葉本朗詠

藤原行成

粘葉本朗詠

粘葉本朗詠

前田本北山抄

元暦萬葉①

粘葉本朗詠

節用

節用

節用

肥後孝子伝

百姓往来

節用

単騎要略被甲辨

節用

五穀無尽蔵

節用

广 3

艸 7

古文

古文

广 4

广 4

爿 4

广 4

广 5

广 5

坊っちやん

坊っちやん

坊っちやん

漢字要覧

明治の漢字

陸軍陸軍

陸軍

× 台湾

干禄〈俗〉

干禄〈俗〉

干禄〈通〉

明治の漢字〈標準〉

中国

香港

江戸干禄〈通〉

明治の漢字

中国・台湾台湾

中国・台湾

香港

中国香港台湾

中国・台湾

香港

中国

香港台湾

甲骨

殷・金文

春秋・金文 睡虎地秦簡

郭店楚簡

睡虎地秦簡

包山楚簡

郭店楚簡

睡虎地秦簡

戦国・金文

包山楚簡

説文不録

説文・艸部

古文

説文・广部

説文・木部

説文・广部

説文・庚部

説文・广部

敦煌漢簡

居延漢簡

武威漢簡

居延漢簡

武氏祠画像題字

郭有道碑

石門頌

熹平石経

智永千字文

書譜

集字聖教序

集字聖教序

興福寺断碑

高貞碑

元暉墓誌

司馬顕姿墓誌

比丘尼統慈慶墓誌

元羽墓誌

圭峰禅師碑

雁塔聖教序

王知敬・李靖碑

房山雲居寺石経

蘇孝慈墓誌

道因法師碑

等慈寺碑

干禄字書

五経・艸部

五経・序

干禄字書

五経・爿部

干禄・序

聾瞽指歸

王勃詩序

王勃詩序

王勃詩序

聾瞽指歸

聾瞽指歸

聾瞽指歸

伝空海・急就章

聖武天皇雑集

聾瞽指歸

聾瞽指歸
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音訓親字 説文解字
秦篆 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
こころ

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考甲骨文・金文・古文・篆書

（殷・西周・春秋・戦国・秦）
隷書

（前漢・後漢）

【广】庄
3
序

4
床

4
庇

4
庚

5
底

5

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。
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【度】説文には「又」に、五経文字では「廿」に、康煕字典に
は「广」に分類されている。
【座】漱石は「座」と「坐」を混用しており、使い分けの法則
性は無いようだ。太宰は「坐って」「歌舞伎座」「銀座」のよ
うに使い分けている。

店
府

庖
庖

度

庫

座
庭

テン
みせ
たな

フ

ホウ

ド
タク
ト
たび

コ
ク
くら

ザ
すわる

テイ
にわ

教 2常①

教 4常①

①

JIS改定前

教 3常①

教 3常①

教 6常①

教 3常①

店店

度

度

庭

庭

府

庖

庖

座座

库

庫庫

粘葉本朗詠

粘葉本朗詠

粘葉本朗詠

宇多天皇

元暦萬葉⑫

元暦萬葉⑲

墨流本朗詠

粘葉本朗詠

元暦萬葉①

元暦萬葉⑥

元暦萬葉⑦

護身往来

節用

節用

節用

節用

節用

再板 農業全書

广 5

广 5

广 6

广 7

广 7

广 7

坊っちやん

坊っちやん

坊っちやん

こころ

坊っちやん

坊っちやん

こころ

明治の漢字

干禄〈俗〉

干禄〈俗〉

中国・台湾香港

中国

中国・台湾

香港

中国・台湾

香港

中国

香港台湾

中国・台湾香港

中国・台湾

香港

睡虎地秦簡

包山楚簡

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

戦国・金文

説文不録

説文・广部

説文・广部

説文・又部

説文・广部

説文不録

説文・广部

段注・广部

居延漢簡

銀雀山竹簡

馬王堆

居延漢簡

居延漢簡

居延漢簡

乙瑛碑

史晨前碑

西狭頌

曹全碑

智永千字文

十七帖

智永千字文

興福寺断碑

集字聖教序

集字聖教序

弔比干墓文

敬史君碑

孫秋生造像

劉碑造像記

元暉墓誌

元延明墓誌

孫秋生造像

爨宝子碑

皇甫誕碑

温彦博碑

倪寛伝賛

王誦妻元貴妃墓誌

孔子廟堂碑

九成宮

雁塔聖教序

干禄字書

五経・廿部

干禄字書

杜家立成

王勃詩序

聖武天皇雑集

杜家立成

法華義疏

王勃詩序

王勃詩序

杜家立成
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音訓親字 説文解字
秦篆 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
こころ

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考甲骨文・金文・古文・篆書

（殷・西周・春秋・戦国・秦）
隷書

（前漢・後漢）

【广】店
5
府

5
庖

5
度

6
庫

7
座

7
庭

7

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。
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【康】説文解字では禾部に分類されていて、例示字体には禾が
付いているがそのような字体は他にみつからない。禾のない
「康」は或体になっている。
【庸】説文解字も五経文字も用部に分類されている。

庵
菴

葊

康

庶

庸

廃
廢

アン
いおり

コウ
やすい

ショ

ヨウ
つね
もちいる

ハイ
すたる
すたれる

人①

②

教 4常①

常①

常①

常①

②

庵

庵

庸

庸

庸

庶

庶

废

廢

廢

康

康

康
粘葉本朗詠

藤原公忠

元暦萬葉④

粘葉本朗詠

花園天皇

節用

節用

五常俗談集

節用

節用

广 8

广 8

別体

广 8

古文

广 8

古文

广 12

坊っちやん

こころ

坊っちやん

陸軍

陸軍

陸軍

明治の漢字

陸軍

○

干禄〈俗〉

中国・台湾

香港

中国

香港

台湾

中国

香港

中国

香港

台湾

中国

香港

台湾

甲骨文

春秋・秦公鎛

金文

金文

大盂鼎

金文

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

石鼓文

睡虎地秦簡

説文不録

説文・禾部

説文・或體

段注・禾部

説文・广部

説文・用部

説文・广部

銀雀山竹簡

馬王堆

馬王堆

馬王堆

武威漢簡

馬王堆

銀雀山竹簡

衝方碑

西嶽華山廟碑

石門頌

熹平石経

石門頌

智永千字文

智永千字文

智永千字文

淳化閣帖

集字聖教序

劉碑造像記

敬史君碑

鄭羲下碑

元洛神墓誌

元晫墓誌

敬史君碑

高貞碑

崔頠墓誌

九成宮

雁塔聖教序

道因法師碑

五経・广部

五経・广部

干禄字書

五経・用〈説文〉

五経・用〈隷省〉

五経・广部

聖武天皇雑集

王勃詩序

聾瞽指歸

琱玉集

聾瞽指歸

278 279

音訓親字 説文解字
秦篆 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
こころ

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考甲骨文・金文・古文・篆書

（殷・西周・春秋・戦国・秦）
隷書

（前漢・後漢）

【广】庵
8
康

8
庶

8
庸
8
廃
9

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。
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【廊】康煕字典では广部の10画に載っている。
【廷】誤って「しんにょう」になることがある。

廊
廊

廉
廉

廓
廠
厰

廟
庿

庙

廷

ロウ

レン

カク
くるわ

ショウ

ビョウ
たまや
みたまや
やしろ

テイ
にわ

常①

人③

常①

①

①

②

人①

常①

廊

廊

庙

廟

廟

厂

廠廠

廷

廷

廉

廉

廓廓

前田本北山抄

粘葉本朗詠

類聚古集⑥

元暦萬葉⑳

節用

節用

京城勝覧

節用

書状文字自在引

广 10

广 10

广 11

广 12

广 12

古文

廴 4

坊っちやん

坊っちやん

こころ

漢字要覧

教科書

陸軍・古字

×

×

中国・台湾

香港

中国・台湾

香港

中国・台湾香港

中国

香港台湾

中国

香港

台湾

中国・台湾

香港

虢季子白盤

金文

史頌

金文

睡虎地秦簡

郭店楚簡

郭店楚簡

郭店楚簡

上海楚竹書

睡虎地秦簡

包山楚簡

説文・新附・广

説文・广部

説文不錄

説文不錄

説文・广部

説文・古文

説文・廴部

智永千字文

武威漢簡

曹全碑

馬王堆

武威漢簡

馬王堆 居延漢簡

曹全碑

曹全碑

曹全碑

曹全碑

乙瑛碑

曹全碑銀雀山竹簡

智永千字文

淳化閣帖

元暉墓誌

元煕墓誌

元顕魏墓誌

丘哲墓誌

元思墓誌

北周・崋嶽頌

鄭羲下碑

元延明墓誌

九成宮

孟法師碑

等慈寺碑

孔子廟堂碑

五経・序

干禄字書

干禄字書

五経・广部

五経・广部

五経・廴部

聖武天皇雑集

聾瞽指歸

聾瞽指歸

琱玉集

性霊集

王勃詩序

王勃詩序

杜家立成

280 281

音訓親字 説文解字
秦篆 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
こころ

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考甲骨文・金文・古文・篆書

（殷・西周・春秋・戦国・秦）
隷書

（前漢・後漢）

【广】廊
9
廉
10
廓
11
廠
12
廟

2
【廴】廷

4

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。

『字体変遷字典』大熊肇試作


